
６
支
部
連
合
会（
＆
沖
縄
支
部

ホ
テ
ル
部
会

）の

年
度
事
業

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

北
海
道
支
部
連
合
会

地
域
資
源
に
磨
き
か
け
る

関
東
支
部
連
合
会

委
員
会
、部
会
が
ベ
ー
ス

中
部
支
部
連
合
会

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
共
に
着
地
戦
略

ホ
テ
ル
部
会

旅
文
化
と
し
て
の
ホ
テ
ル
に

沖
縄
支
部

国
際
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
へ

九
州
支
部
連
合
会

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
実
現

西
日
本
支
部
連
合
会

訪
日
客
、地
域
活
性
が
重
点

東
北
支
部
連
合
会

「
日
本
の
旬
」で
真
の
復
興
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
販
売
４
２
０
０
億
円
の
達
成
に
向
け
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
６
支

部
連
合
会
や
沖
縄
支
部
、
ホ
テ
ル
部
会
は
ど
う
動
く
の
か
。
各
会
長
、
支
部
長
、
部

会
長
に
①
支
部
連
合
会
（
支
部
、
部
会
）
の
２
０
１
５
年
度
事
業
の
概
要
②
Ｊ
Ｔ
Ｂ

と
の
連
携
に
関
す
る
考
え
③
会
長
（
支
部
長
、
部
会
長
）
と
し
て
の
意
気
込
み
や
、

総
会
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

大西雅之会長

竹内順一会長

濱田政利会長戸村純三部会長

平良朝敬支部長

豊田康裕会長

藤本正孝会長

岡崎彌平治会長

　
２
０
１
５
年
度
、
九
州
支

部
連
合
会
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
推

進
す
る

Ｄ
Ｍ
Ｃ
戦
略
の
も

と
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画

と
支
部
・
幹
事
支
店
お
よ
び

Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
と
の
三
位
一
体

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
地

域
素
材
を
掘
り
起
し
、
磨
き

上
げ
、
商
品
化
へ
の
支
援
を

行
い
、
新
た
に
加
わ
っ
た
基

本
方
針
の
「
地
域
振
興
・
観

光
振
興
」
を
強
力
に
推
し
進

め
て
「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い

く
。

　
ま
た
、
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
の
支
援
活
動
と
次
世
代

経
営
者
の
人
財
育
成
、
事
業

運
営
の
課
題
解
決
と
革
新
を

推
進
す
る
た
め
に
若
手
会
員

を
中
心
と
し
た
「
未
来
委
員

会
」
を
新
た
に
発
足
す
る
。

　
連
合
会
の
各
種
委
員
会
活

動
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
観
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
（
通

称
・
観
ネ
ッ
ト
）
と
の
活
動

も
さ
ら
に
連
携
強
化
さ
せ

て
、
九
州
の
誘
客
活
動
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、

回
目
を
迎
え
た

Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
の
地
域
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
新
九
州
物

語
」
。
今
年
は
、
３
月
に
大

分
市
と
宮
崎
市
で
全
線
開
通

し
た
東
九
州
自
動
車
道
を
題

材
に
「
大
分
・
宮
崎
」
を
下

期
に
実
施
す
る
。
「
お
ん
せ

ん
県
お
お
い
た
」
「
神
話
の

ふ
る
さ
と
宮
崎
」「
食
文
化
」

「
雄
大
な
自
然
」を
題
材
に
、

沿
線
観
光
地
の
地
域
資
源
・

着
地
型
商
品
に
よ
る
両
地
域

へ
の
旅
行
需
要
喚
起
と
、
旅

行
商
品
を
通
じ
た
両
地
区
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
周
遊
型

観
光
に
よ
る
体
験
・
交
流
の

創
出
と
そ
の
定
着
化
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
関
係
諸
機
関
の
皆
さ
ま
と

協
力
し
、
さ
ら
な
る
九
州
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
た
取

組
み
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

　
２
０
１
４
年
、
沖
縄
県
入

域
観
光
者
数
は
７
１
７
万
人

と
過
去
最
高
を
更
新
し
、
中

で
も
外
国
人
観
光
客
数
は


万
人
に
達
し
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
沖

縄
は
中
国
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ

客
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

既
に
去
年
の
集
客
を
上
回
る

見
込
み
だ
。
経
済
成
長
が
著

し
い
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
訪
れ

る
外
国
人
観
光
客
は
今
年
も

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
と
問
題
が
見
え
て
き
て

い
る
。

　
宿
泊
施
設
の
受
け
入
れ
態

勢
、通
訳
、イ
ン
フ
ラ
整
備
、

医
療
体
制
な
ど
の
課
題
や
課

題
を
産
官
学
一
体
と
な
っ
て

解
決
し
て
い
き
、
訪
れ
る
お

客
さ
ま
の
満
足
度
を
高
め
、

国
際
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
沖
縄
支

部
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
国
内
の
お
客
さ
ま
に
は
、

主
要
ホ
テ
ル
に
「
エ
ー
ス
Ｊ

Ｔ
Ｂ
」
ラ
ウ
ン
ジ
・
カ
フ
ェ

を
設
置
し
、
ら
く
ら
く
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
プ
ラ
ン
や
、
空
港

で
の
レ
ン
タ
カ
ー
待
ち
時
間

短
縮
な
ど
、
沖
縄
観
光
の
快

適
さ
を
追
求
し
て
い
く
た

め
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
連
携
し
、
宿

泊
券
販
売
目
標
２
８
８
億
円

を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
、
側

面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
、
主
力
商
品
「
エ
ー
ス
Ｊ

Ｔ
Ｂ
」
の
販
売
促
進
に
支
部

と
し
て
全
力
で
取
り
組
む
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
奨
励
す
る
伝
統

文
化
保
護
育
成
や
地
域
活
性

化
事
業
を
、
会
員
全
員
で
地

元
の
利
を
生
か
し
て
取
り
組

む
。
連
続
開
催

回
目
を
迎

え
る
「
杜
の
賑
い
沖
縄
」
を

三
位
一
体
で
取
り
組
み
、
お

客
さ
ま
に
は
感
動
を
与
え
、

ス
タ
ッ
フ
は
感
激
を
覚
え
る

イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
、
よ

り
一
層
連
携
を
蜜
に
し
、
沖

縄
の
魅
力
を
創
っ
て
い
く
。

　
２
０
１
５
年
度
の
消
費
全

般
は
節
約
ム
ー
ド
が
継
続
、

円
安
基
調
は
続
き
、
訪
日
旅

行
客
は
高
好
環
境
と
な
る
と

想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本

人
旅
行
客
は
円
安
や
国
際
情

勢
の
影
響
で
海
外
旅
行
か
ら

国
内
旅
行
に
シ
フ
ト
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
訪

日
外
国
人
客
も
１
５
０
０
万

人
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
り

国
内
旅
行
需
要
の
拡
大
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
当
西
日
本
支
部

連
合
会
と
し
て
は
、
五
つ
の

基
本
方
針
を
定
め
、
そ
の
中

で
も
、
宿
泊
増
売
を
目
指
す

上
で
、
「
増
加
す
る
訪
日
外

国
人
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
」
と
「
地
域
の
活
性
化
」

を
重
点
推
進
項
目
と
し
て
活

動
し
て
い
く
。

　
ま
ず
、
訪
日
外
国
人
の
受

け
入
れ
態
勢
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
西
日
本
支
部
連
合
会

管
内
は
２
府

県
の
広
域
に

わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
訪
日

外
国
人
客
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
地
域
差
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
ホ
テ
ル
部
会
を
中
心

に
訪
日
外
国
人
客
の
受
け
入

れ
態
勢
に
つ
い
て
、
情
報
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
標
準
化

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
訪
日
外
国
人
客

の
受
け
入
れ
態
勢
に
も
関
連

す
る
が
、
今
年
度
は
「
地
域

振
興
・
観
光
振
興
」
を
新
た

に
活
動
方
針
に
加
え
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
の

Ｄ
Ｍ
Ｃ
戦
略
と
連
動

し
た
支
部
連
合
会
広
域
で
の

地
域
交
流
事
業
の
創
出
支
援

や
地
域
の
魅
力
づ
く
り
と
情

報
発
信
を
行
い
、
観
光
客
の

誘
致
に
つ
な
が
る
事
業
の
一

つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
各
地

域
で
、
各
地
の
隠
れ
た
観
光

素
材
の
発
掘
と
現
在
の
観
光

素
材
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
、
併
せ
て
国
内
外
の
お
客

さ
ま
に
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
当
連
合
会
と
し
て
は
、

「
各
支
部
の
活
発
な
活
動
と

元
気
な
地
域
づ
く
り
」
の
基

本
テ
ー
マ
に
則
り
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
て
、
支

部
活
動
を
さ
ら
に
活
性
さ

せ
、
宿
泊
増
売
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
い
。

　
２
０
１
４
年
度
は
、
旅
行

業
界
に
と
っ
て
「
消
費
税
増

税
」
と
い
う
、
逆
風
の
中
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
が
、

一
昨
年
の
富
士
山
に
続
き
、

群
馬
県
「
富
岡
製
糸
場
と
絹

産
業
遺
産
群
」
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
な
ど
の
話
題

も
あ
り
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
含
め
、
首
都
圏
・
関
東
地

区
に
数
多
く
の
お
客
さ
ま
が

訪
れ
る
一
年
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
５
年
度
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
円
安
や
海
外

政
情
不
安
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
海
外
旅
行
か
ら
国
内
旅

行
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
国
内
レ
ジ
ャ
ー

・
旅
行
へ
の
意
欲
は
持
続
さ

れ
て
お
り
、
国
内
旅
行
全
体

に
お
い
て
堅
調
に
推
移
す
る

と
の
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
環
境
下
に
お
い
て
、

関
東
支
部
連
合
会
で
は
、
さ

ら
な
る
「
宿
泊
増
売
」
に
向

け
て
、
今
年
度
も
各
種
委
員

会
、
部
会
活
動
を
ベ
ー
ス
に

経
済
団
体
と
し
て
の
活
動
を

会
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
具
体
的
に
は
、
事
業
計
画

を
着
実
に
実
行
に
移
す
こ
と

と
な
る
が
、
「
活
発
な
支
部

活
動
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
」
の
実
現
へ
向
け
、
支
部

・
地
域
主
体
に
よ
る
支
部
活

動
を
徹
底
支
援
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。
各
委
員
会
活
動

で
は
、
各
支
部
か
ら
選
任
さ

れ
た
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
加

え
、
各
支
部
が
有
益
な
情
報

発
信
を
目
的
に
活
発
な
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
２
年
目
を
迎
え
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ

国
内
旅
行
企
画
、
各
販
売
事

業
会
社
と
の
連
携
を
さ
ら
に

強
化
し
、
「
魅
力
あ
る
素
材

・
商
品
の
提
供
に
よ
る
、
新

た
な
価
値
と
需
要
の
創
造
」

を
目
指
し
、
宿
泊
販
売
目
標

を
達
成
す
べ
く
、
地
域
交
流

事
業
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
の
新
領
域
に
も
挑
戦
を

進
め
て
い
く
。
今
年
度
も
、

関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年

が
経
過
し
、
東
北
に
お
け
る

復
興
需
要
も
一
段
落
し
た

今
、地
域
差
は
あ
る
も
の
の
、

観
光
目
的
の
お
客
さ
ま
も
増

え
、
真
の
意
味
で
の
復
興
に

一
歩
一
歩
近
づ
い
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
こ
最
近
、
一
部

地
域
で
自
然
災
害
（
火
山
活

動
ほ
か
）
へ
の
警
戒
か
ら
、

大
き
な
影
響
が
出
て
い
る

が
、
お
客
さ
ま
へ
の
正
確
な

情
報
提
供
に
努
力
し
、
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
。

　
さ
て
２
０
１
５
年
度
上
期

は
、
「
桜
」
「
新
緑
」
「
夏

祭
り
と
花
火
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
「
日
本
の
旬
東
北
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ

る
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

福
島
Ｄ
Ｃ
（
４
～
６
月
）
と

連
動
し
、
体
験
・
交
流
型
観

光
へ
の
質
的
転
換
を
図
り
な

が
ら
、
新
た
な
東
北
の
魅
力

を
発
信
し
、
遠
来
か
ら
の
お

客
さ
ま
に
出
会
い
と
感
動
を

感
じ
て
い
た
だ
く
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
、
こ
の
「
日
本
の
旬

東
北
」
を
旅
ホ
連
会
員
施
設

お
よ
び
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
各

社
の
皆
さ
ま
と
共
に
大
成
功

に
導
き
、
宿
泊
券
販
売
目
標

達
成
は
も
と
よ
り
、
東
北
の

観
光
復
興
の
真
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
。

　
ま
た
、
今
後
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
拡
大
に
向
け
、
受
け
入

れ
態
勢
の
整
備
な
ど
を
進
め

る
他
、
「
日
本
の
旬
東
北
」

で
築
き
上
げ
た
、
体
験
・
交

流
型
商
品
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
し
、
よ
り
多
く
の
諸
外

国
の
方
が
東
北
に
来
て
い
た

だ
く
よ
う
、
Ｇ
Ｍ
Ｔ
・
行
政

諸
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
事
業
展
開
を
行
っ
て
い

く
。

　
最
後
に
、
東
北
支
部
連
合

会
は
、
「
宿
泊
増
売
」
「
地

域
振
興
・
観
光
振
興
」
「
人

財
育
成
」
「
組
織
強
化
」
を

４
本
柱
と
し
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
北
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
東
北

事
業
部
、
東
北
支
部
連
合
会

が
強
固
な
連
携
を
図
り
、
三

位
一
体
と
な
っ
た
事
業
を
推

進
し
て
い
く
。

　
今
年
度
、
北
海
道
は
Ｊ
Ｔ

Ｂ
の
上
期
施
策
「
エ
ー
ス
Ｊ

Ｔ
Ｂ
重
点
販
売
地
区
」
で
好

調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い

る
。
こ
の
施
策
を
テ
コ
に
さ

ら
な
る
目
標
へ
挑
戦
し
続
け

る
た
め
に
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
、
旅

ホ
連
支
部
・
幹
事
支
店
の
三

位
一
体
で
、
以
下
の
事
業
を

展
開
し
て
い
く
。

　
一
つ
目
は
、
昨
年
度
に
着

手
し
た
「
着
地
型
商
品
開
発

支
援
事
業
」
の
定
着
だ
。
会

員
施
設
を
中
心
に
地
域
の
関

係
機
関
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
造
成
個

所
と
の
連
携
で
地
域
コ
ン
テ

ン
ツ
を
発
掘
し
、
訴
求
力
の

あ
る
商
品
化
へ
つ
な
ぐ
取
り

組
み
は
、
ま
さ
に
魅
力
あ
る

観
光
地
づ
く
り
に
寄
与
す
る

活
動
で
、
今
ま
で
の
蓄
積
を

生
か
し
２
０
１
６
年
度
ま
で

の
２
年
計
画
で
取
り
組
む
。

　
二
つ
目
は
、
拡
大
し
て
い

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
対
応
だ
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
北

海
道
を
中
心
に
オ
ー
ル
北
海

道
で
進
め
る
「
北
海
道
ア
ジ

ア
交
流
促
進
事
業
」へ
、昨
年

度
に
続
き
協
力
し
て
い
く
。

ア
ジ
ア
５
カ
国
の
代
表

人

に
よ
る
北
海
道
周
遊
ク
イ
ズ

番
組
で
収
録
さ
れ
た
ロ
ケ
番

組
と「
冬
」観
光
の
魅
力
が
、

テ
レ
ビ
媒
体
を
通
し
て
ア
ジ

ア
９
カ
国
、
数
億
人
に
紹
介

さ
れ
た
。
２
年
目
の
企
画
は

「
秋
」観
光
の
魅
力
を
発
信
す

る
狙
い
を
持
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
旅
ホ
連
本
部
支
援

の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
タ
イ

ア
ッ
プ
作
戦
」
（
２
年
目
）

で
は
、
海
外
Ｆ
Ｉ
Ｔ
向
け
着

地
型
ツ
ア
ー
の
新
コ
ー
ス
を

開
発
し
、
海
外
支
店
・
旅
行

博
の
リ
ア
ル
な
場
と
「
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
「
Ｇ
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」
の
ネ
ッ
ト
上

で
の
販
売
を
拡
大
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
三
つ
目
は
、
い
よ
い
よ
来

年
３
月
に
函
館
に
念
願
の
新

幹
線
が
や
っ
て
く
る
。
開
業

前
後
の
各
種
Ｄ
Ｃ
計
画
や

「
杜
の
賑
い
北
海
道
ｉ
ｎ
函

館
」
（

年
９
月

日
開
催

決
定
）
の
開
催
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
地
元
自
治
体

は
も
と
よ
り
、
北
海
道
観
光

振
興
機
構
な
ど
関
係
機
関
の

ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

橋
社
長
が
新

年
の
挨
拶
の
中
で
、
黄
金
の

時
と
い
う
希
望
に
満
ち
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
れ
た
。
北

海
道
支
部
連
合
会
一
丸
と
な

り
、
実
現
に
向
け
邁
進
し
て

い
こ
う
。

　
旅
ホ
連
の
活
動
は
「
宿
泊

増
売
」
「
人
財
育
成
」
「
組

織
強
化
」
で
あ
る
。
今
年
度

か
ら
加
え
ら
れ
た
「
地
域
振

興
・
観
光
振
興
」
を
四
つ
目

の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
中
部
支
部
連
合
会
の
エ
リ

ア
は
、
太
平
洋
と
日
本
海
側

の
全
く
異
な
っ
た
気
候
風
土

を
持
ち
、
そ
の
間
に
北
ア
ル

プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
、
中
央

ア
ル
プ
ス
と
日
本
の
屋
根
を

抱
く
、
ま
さ
に
日
本
の
縮
図

で
あ
り
他
に
類
の
な
い
魅
力

的
な
自
然
景
観
や
伝
統
文
化

を
保
持
し
て
い
る
。
そ
の
優

れ
た
観
光
地
に
も
磨
け
ば
光

る
素
材
が
多
く
眠
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
光
り
輝
か
せ
て

こ
そ
観
光
地
の
付
加
価
値
が

出
て
く
る
。
年
々
増
加
す
る

Ｆ
Ｉ
Ｔ
へ
の
対
策
に
も
な

る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
本
社
の
地
域

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
優

秀
な
人
材
が
配
属
さ
れ
て
い

て
各
地
で
実
績
を
上
げ
て
い

る
。
国
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
少
し
ず
つ
具
現
化

し
て
い
る
中
、
各
支
部
で
行

政
や
地
元
関
係
者
と
連
携
し

な
が
ら
地
域
資
源
を
発
掘

し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
共

に
着
地
コ
ン
テ
ン
ツ
戦
略
を

推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
今
年
の
話
題
は
北
陸
新
幹

線
で
あ
る
。
東
海
道
新
幹
線

か
ら
半
世
紀
遅
れ
て
金
沢
ま

で
開
業
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
首
都
圏
や
沿
線
都
市
か

ら
北
陸
へ
の
交
流
人
口
が
大

幅
に
増
加
し
、
こ
れ
ま
で
の

在
来
線
の
３
倍
の
乗
車
人
数

と
な
っ
た
。

　
２
０
２
０
年
ま
で
は
訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
グ
ロ

ー
バ
ル
人
流
の
さ
ら
な
る
拡

大
と
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
「
黄
金

の
時
間
」
で
あ
る
。
今
年
は

そ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
下
期

に
は
日
本
の
旬
が
北
陸
で
展

開
さ
れ
る
。
こ
の
豊
穣
の
時

を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
共
に
光
り
輝
く

も
の
に
し
た
い
。

　
２
０
１
５
年
度
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ

と
連
動
し
て
、
ホ
テ
ル
利
用

の
楽
し
み
方
を
提
案
し
て
増

売
に
つ
な
げ
る
。

　
多
く
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

お
客
さ
ま
が
ホ
テ
ル
に
宿
泊

し
て
い
る
が
、
旅
慣
れ
た
外

国
人
旅
行
者
は
日
本
人
旅
行

者
と
比
べ
て
ホ
テ
ル
の
施

設
、
機
能
を
理
解
し
上
手
に

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
の
よ
ろ
ず

相
談
に
始
ま
り
、
レ
ス
ト
ン

ラ
ン
・
バ
ー
、
プ
ー
ル
・
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
エ
ス
テ
サ
ロ

ン
な
ど
の
館
内
施
設
で
寛

ぎ
、
数
日
間
の
滞
在
を
無
駄

な
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
観

光
を
楽
し
ん
で
い
る
。
旅
行

文
化
と
し
て
の
ホ
テ
ル
滞
在

の
楽
し
み
方
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
連

携
し
て
日
本
の
皆
さ
ま
に
し

っ
か
り
と
伝
え
、
新
た
な
需

要
を
創
造
し
た
い
。

　
ホ
テ
ル
部
会
も
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
活
動
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ

と
連
動
し
て
活
発
化
さ
せ
て

い
る
。
個
々
の
企
業
戦
略
に

基
づ
い
て
経
営
す
る
ホ
テ
ル

の
業
界
に
お
い
て
、
従
来
は

情
報
共
有
や
地
域
で
の
協
同

企
画
な
ど
馴
染
ま
な
い
一
面

も
あ
っ
た
が
、
ホ
テ
ル
間
の

交
流
が
進
み
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
と

も
に
商
品
開
発
や
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
展

す
る
に
つ
れ
、
地
域
で
の
ホ

テ
ル
の
役
割
も
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
、
旅
館
と
連
携
し

て
地
域
の
魅
力
づ
く
り
に
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
本
部
の
ホ
テ
ル
部
会
で

は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
各
地

域
に
持
ち
帰
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
た
企
画
を
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
と
も
に
練
り
上
げ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
地
産
地
消
の

食
材
を
メ
ー
ン
と
し
た
朝

食
、
ワ
イ
ン
・
地
酒
の
宣
伝

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ホ
テ
ル
バ

ー
利
用
推
奨
の
協
同
企
画
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
新
た
な

活
用
と
役
割
、
地
域
料
飲
店

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企

画
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
例

が
報
告
さ
れ
、
今
後
は
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
雇
用

・
人
財
育
成
な
ど
の
経
営
課

題
、
ハ
ラ
ル
を
始
め
と
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
な

ど
の
研
究
課
題
に
も
本
部
、

地
域
に
お
い
て
取
り
組
み
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
ホ
テ
ル

会
員
の
新
規
加
入
は
堅
調

で
、
ホ
テ
ル
会
員
の
声
を
旅

ホ
連
活
動
に
反
映
さ
せ
、
そ

の
期
待
に
応
え
た
い
。


